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中
央
保
育
所
が
民
間
委

託
に
な
っ
た
。
民
間
委
託
は
、

事
業
者
が
人
件
費
な
ど
何
か

を
削
っ
て
利
益
を
生
む
必
要

が
あ
る
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や
離
乳

食
問
題
等
、
安
全
、
安
心
の

面
は
大
丈
夫
か
。
ま
た
、
保

護
者
へ
の
説
明
は
十
分
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
保

護
者
会
役
員
に
説
明
し
、
後

は
全
員
に
文
書
で
通
達
し
た
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や
離
乳

食
問
題
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
お
り
、
民
間
委
託
と

な
っ
て
も
同
様
の
対
応
を
し

て
い
る
。

　
　
民
間
委
託
へ
の
変
更
が

事
前
に
議
会
へ
の
説
明
は
な

か
っ
た
。
何
故
か
。

　
職
員
の
退
職
の
時
期
も
あ

り
、
議
会
へ
の
事
前
の
説
明

へ
の
認
識
が
欠
け
て
い
た
と

思
う
。

　
　
憲
法
は
「
教
育
は
無
償

で
あ
る
」
と
あ
る
。

　
教
育
で
あ
る
学
校
給
食
の

無
料
化
は
子
育
て
支
援
に
も

大
事
で
あ
る
が
、
人
口
減
へ

の
対
策
や
、
経
済
的
に
厳
し

い
保
護
者
の
負
担
軽
減
な
ど
、

複
数
の
ニ
ー
ズ
が
背
景
に
あ

り
、
社
会
問
題
の
一
つ
で
も

あ
る
。
無
料
に
す
べ
き
で
は
。

　
子
育
て
支
援
施
策
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
で
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
子
育
て
家
庭
教

育
推
進
準
備
会
等
で
、
計
画

を
作
り
、
学
校
給
食
の
無
償

化
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
今
回
、
国
が
未
就
学
児

の
均
等
割
を
５
割
軽
減
す
る

議
案
が
出
さ
れ
た
。
町
内
の

該
当
者
と
軽
減
金
額
は
。

　
国
の
制
度
に
該
当
す
る
の

は
63
人
、
43
世
帯
で
、
軽
減

額
は
一
人
平
均
１
万
９
０
４

６
円
と
な
る
。

　
　
国
保
税
の
均
等
割
制
度

は
、
加
入
者
一
人
ひ
と
り
に

税
が
か
か
り
、
子
ど
も
が
増

え
る
と
保
険
税
の
負
担
が
重

く
な
る
。
子
育
て
支
援
に
逆

行
す
る
制
度
だ
と
、
全
国
知

事
会
、
市
町
村
会
や
国
民
の

声
等
が
あ
っ
て
、
や
っ
と
国

も
重
い
腰
を
上
げ
た
。

　
均
等
割
制
度
は
廃
止
に
す

べ
き
と
思
う
が
、
町
は
ど
う

考
え
る
か
。

　
ま
た
、
町
独
自
の
支
援
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
全
国
町
村
会
や
議
長
会

等
々
か
ら
国
に
対
し
て
、
制

度
そ
の
も
の
の
見
直
し
や
、

対
象
年
齢
拡
充
の
要
望
を
頂

い
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
要
望

等
を
続
け
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　
均
等
割
制
度
は
、
国
保
を

構
成
す
る
４
方
式
で
、
基
本

的
に
こ
の
制
度
を
な
く
す
議

論
に
は
な
ら
な
い
。

　
町
独
自
の
軽
減
措
置
は
、

慎
重
な
議
論
が
必
要
と
考
え

る
。
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民間委託で大丈夫か

安全・安心等 十分考慮
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国保税

均
等
割
は
子
育
て
支
援
に
逆
行
で
は

国
の
法
定
ど
お
り
に
実
施
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